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　 古代支那語の入聲韻尾p,t∫kは ・現 代の閥(幅

州6厦 門 ◎汕頭 ・峯灣等)粤 く廣州 ・客家等)系

統の諸力言 では未だ保存されてゐるが.山 酉諸方

言 ∴南京方言 ・揚州方言及び呉方言の大部分.(常

州 ・蘇 州 ・上海 ・寧波等)で は聲尸糊 鎮音に變化

し,北 京 ・開封 ・漢 ロ・四川ρ藻 安等の諸方言で

は全 く消失 し1てゐる。かつて藝文誌上に發表され

た滿田薪造博士㊧論文 「中原音韻と南京音」に據

るとゼ古代支那語の入聲韻尾p,t,kは,元 ρ町

頃ρ北京官話では,既 に聲門閉鎮音に變化 して居

ひ,そ の後つひに全 く消失するに至つた ものであ

るとやふ。(もつとも,滿 田博土御自身は 「聲門閉

錻音」といふ語 を用ゐては居 られないが,博 士の

　「無尾入聲」と稱せられたものは,實 際上聲門閉鎮

音で終る形を指 してゐること,.凝無い。)これは_

まことに穩當な見解であると思ふ。

　 撚 るに,唐 朝後半 期の吐蕃人がその文字を以て

當時の酉北支那智 を寫 した例に於ては・入聲韻尾

は常にb,r(d),g相 當の文字で表 されてゐる。

(舌内入聲の韻尾は,最 も普通には一rを以て寫 さ

れてゐるが,稍'古 い資料にはdを 以て寫された例

も混 じてゐ る。)そこで,,羅 常培氏は,之 の ㌃,r,

(d),gを 以て,古 代のp,{,　k・が次第に弱まつて

消央 して行か うとする過渡歌態を示 してゐるもの

と考(癖一そ れかち推 して・'現代諸方言の形への發

逹の經路を下 のやうに考へたbま つ,上 古音 筋.

1,.k・は,債 州 ・客家 ・汕頭r厦 門等の方言ではそ

ρ鯨 保偉 られ・呉方言では斷 甥 鎮言瞹 じ

てわる。然るに・・或委言では・中市に於て.こρ晒
ちkが ・丘d,9に 攣じダ更に β・δ(r)・9マと翡ま

り,つ ひには全く消失するに至?た 。.官諍や酉牝

垢 幽 搬 都 屬するものである(階 五代酉迄

方副68恥 る ζの考醵 ると 北縮 新ρ,
如きは,未 だかつて聲門閉鎮音の欺態を經過した

裾 庶 吐"ふ こと肱 る雌 つて・,前?滿田 ・

博 士のお設 とは相容れな摯ρである。

　 ところが,℃ の羅氏設は,そ れ自身のゆに矛盾

を含んでゐる。:何故ならジ羅氏が西北方言の中に

數へ七畜る班の丈水方言や興縣方言は,現 今入聲

の韻尾に整門閉鎮音 を持って ゐるからで ある6:

これ らは,所 謂西北方言といふ ものが系統上威立

すると否とを問はす,兎 に角官話とはご く近"關.

係 を持つた方言である。のみならす,官話の申でさ・

へも,甫 京官話は入聲の韻墨犀やは り聲門閉鎖音・

を持つてゐる。これ らの歌態か ら考へて見ると・.

同じ系統に厩する北京官話の即きも・二古'くはや縛

り入聲韻尾には聲門閉鎮音を持ρてゐか もので多1

り,そ れが後世消失 した結果現今の形になつた も・

のである,と 考へる方が一暦穩かなや うである。・

　 然 らば・唐代ρ吐蕃入に ‡?て ・b・r(d)1且と

際 棘 形の磆 麗 んな ゆ であ?嫡 弋、や
ふ「』・それは,現 代の閥 ・粤系統の方言に保存さ,.

れた入聲骰尾の發音を觀察ナることによρで:・・f峰.

悪儀 し得 る。私 自身が觀察iしたのは,臺i灣 中部の'

人の發音であるが・輻州や廉東な ど.に於ける發音 ・、
・もこれ と大灘 い琵 は・・K・噸 ・1吸曜 瀚 ら.

推 して,大 體想 像され る所で あ るひ と・ころで,.入.

聲 は齪 だといふか 躯 國語 曜 音ρ やうド'・∴
.

と促 ちのか と思 つて ゐた ら,1宋 い に豫期 に椙違 レ'

て ゐた。.例へば ・玉ip(急)・.・k・t(葛)モ蝉 く各).に

,於 て,p,　 tr瓦 と中心母音 との結合歌態 は, .決 して

J贈 ・・e・氏 の所謂 一f・・t・・4・ 蚰h・ ・畑 まな・～ ,

どち らか と言 へば・'105cτAμsρhlu『9ρ:方に近)}9・

も つ とも・」・鯲 却 ・rh恥 ρ場合 に底 勘:渡 .

躬 車つて燃 る後 に再び強声・るので あ るカ㍉ 臺 灣

の入聲 の場合 には, 、冲 心毎 音 の絡 で息 がr璋 弱 を

る と・.もはや再び強 まる ζと無 く廻.溺 まつ 海まま亡、

で 灘 墾 ヒーQ閉鎮が作 られ るので ある。故 に・・韻

尾 矗 い は殆 ど聞 えず・域 は殆 ど聲 尸甥 鎮音か

と聽 き誤 ら1れる位で あ る。.P・ちk.の 閉鎖 は・勿輪

ご く柔 かに作 られ る9且 ・・聲帶 の振動 は・,P・努k
.

の閉 鎮 が作 られ 丁後 に雄 めて止 哲 〈{晦rlgr甲 弩
二

Et・d・・イ・岬 ・
.　ph・・喚iρ ℃h:・・i・e　26頃 λd灘 ・:。.

聽 覺的效果か ら言 へば乳kip,麺t承9!「 、よ少な,寧 ・.

ろ'蜘 ダ.k・¢ 埆 の 方 に近 馬 夏 にマ暦詳L〈 言

ふな らば,k:bり ・』kad",　kD死9の やうに記 すべ きで1あ〉

ら うひつ ま リゼ「短促」と言 つ て)も,.二國 語の促督 な

どのや 旗に丁急に正 るコ.のでは;ないが寧 る∫「:急に∵∀
　 　 　 　 　 　 　 　 0　9



消える」.とV・ふ感 じである。國語の促音の場合に
む　む　くコ

は,相 當に弧い息が,p,も,　k 、の閉鎮によつてパッ

と阻止される。然 るに,甍 灣の入聲の場 合には,

「阻止される」と"ふ 氣持は少 しも無 い。爾閉鎖の作

られ るに先立ち、.呼氣は既にごく微躬になつてゐ

るのでド㍉.k相 互の匪別などは,'餘程注意 してゐ

ないと聽きとれない位である。廣東方言ではこの

る;二kの代 りに厘 々聲門閉鎮音を用ゐる(」面es跚d

Wo6:℃ 跚1加鵬 蹣onetic　Reader　xi頁)1と いふ

ととであるが,さ もあらうと思はれる。蘯灣の發
囑音で も
,聾 門閉鑚音に似て聞えるのは主に ちk殊

にkの 場合である。但 し,蘯 灣に於七も ちkめ

代 りに實際に聲門閉鑚言を用ゐる=場合が有るのか 〕

どう翻 そ6點 は未だよく知 らな)～。
'呉方言の入聾韻尾につ"て は

,'趙 元任氏は左の'

や うに言つ七ゐるor入 聲韻尾には,画t,忘 の音

は全 く無い。`入聲字 を單讃する場 合kは,嘉 興の ・

入聲長讀法と温州めλ聲め全部1を除 く外ゴー般に

な喉部の關閉作用7を 拌つでゐる。但 し,入 聲が

卞の字に遖つ七行 く場合には,つ ・を用ゐナ六だだ
一種の短音となるみ例ぺば,『六』は10γ である

が,『 六角』は,煽107ko7'で もなく,白 本の捉音 の

如を1・kk・?で 肱 く.即 減 で靭1.第 一宅は・.だだ少し短 ぐ發書 しさ
へすれば入聾に讀んだヒと

どなるめである。」(「現代呉藷的枅究」二も8頁 より

の抄譯)別 稿 「悉曇藏所傅の西聾について⊥の中

に記 した常州出身の入わ發音も・之 れ と大體 は一

致 してゐる。但 し,r一 個」ieko7　r」百Jie画7「 阿

動」6t・。などのや う忙 陰入聲が 抽 陶玉ぺ蓮つτ

行 く場合 そめ'pゲちkほ 厘聲門の閉鎖 を拌つて

發音され るやうに感ぜ ちれ るのであるが}如 何な

もめであらうか。併 し,勿 論,「 客人」亀k`d蜘「作

興 」敏 ψ1聖「一道」i面 恥 な どIDや うな場 合には,

聲門鰍 して閉鑽 されない。叉,・搬 に位置の如

何 を問はず・sen血ence甜鰯 の躬い場 合にな,入 聲

音節は?無 しに發音 され ることが多レ・。結局,'談

話の中で底 入聲喬節な つ無 しに發音されること

づ 芳が章ろ多いわけセある。齟 ・・ ㌦　『凾∴.

1吃 れぢ6歌 態呑 ら考へ ると,唐 代6吐 蕃人によ

づでb;d,9.ど 寫'されてゐる當時の北支那の入聲

韻尾は,キ の實は寧 ろ現代の臺灣音の形に近いも

のではなかつたらうか。この種の形か ら聲門閉鎖

ぺ音に移 行する ことは,極 めて.審易で あるd而 し
'て1そ の聾門閉鑽音が更に弱 まり,つ ひに消:失し　・

て,・その結果 全 く入聲の特色を失ふに 至ること

は、これ亦極めて自然なことである6

　 吐蕃 入がrと 寫1..たのも,恐 らく,'前記の%

めや うゐ形が更に弱 まり,舌 尖の接觸がごく柔か

くなった欺態を表 してゐるものではないかと思は

れる。即 ち,こ のrは,劉半 農氏の言ぶやうな摩

擦性め音ではな くて・・寧 ろ・・n・91ide・だけのsemi一

rolled　rで はなV・かと想像 される。勿論・これ亦

「急に消 える」といふ氣持でごぐ微弱に發音 された

ものに相違無い。さうして,'こ れは結局,呻 か ら'

7へ 移つて行 く中間歌態 を示 してゐるものと考ぺ

られるo　 　

・なほ,・朝鮮の漢字音では;』舌内入聲の韻尾は,厂

、『tではな くて1に なつてゐる6'思ふに,そ の支那'

比於ける原音 は,や は り前節のTと 類似の性質の'

蚤 のではなかつたらうが・(吐 蕃入にまつて寫 さ
れたのは.唐 朝後半期の西北支那音であるがド近.

1代の朝鮮漢字音 の基礎 となつたものは,・別稿に證

1する通 り1・五代叉は宋初頃の開封標準音である。)
・,但し,●古代の諺解類に用 ゐられた漢字音記法の一 『

錘 磯 瞭 於 では1舌 杓膿 ρ驪 を琴すにはジ∵

・f二叉は1:臓 ず激 己 め右吟 ～必す・影母の鷙

舞 読 添へてゐる6古 僻 蹄 摩 ける影母噸

、・習 は,Karlgren氏 等 に據れ ば,貳聲 門閉鎖音 であつ

.距 といふ。古代の諺 丈で入聲韻 尾の 己 の右 に附L

記 された ちは,單 に入聾短促 の勢 を表 す意味で あ 馳
「
、つ た らうか。それ と も。支 那:或 は'朝 鮮 に か つ七

二・駕Pφ 媾 難 が欝 存在したものであらうか・聰

,∫皀 の旅 δを附記し刷 恥 画有醐 蠣 卿'
1.にも見 幽され る6前 間恭 作氏薯 惰 §歌故語箋」.16
㌔頁 參照

。)

　さて・』北 京官話 に於 て・r北 」唾 醸'圃 とな

り,r百 」PAkはpaiと な り,、τ沒j　muotはmei

となつ てゐる。-、1ヒの類 を見 る と,1毒 尢 か も入聲韻'

1尾の1ζや もが母音 化 してiに なつたか の如 く見 え

お けれ ども,實 は さうで ない。柯 故 な らジ支 那語

φ 入聲 に於 ては,中 心母音 か らp,馬kへ の移行

は,英 語 のdip,　hat,α 炊 の場 合な どとは違り て,

.まヒ稼的綏か であ り・從つ て・その間の『glideが 顯

著:になつて來 るといふ ご2拡, .有 り得べき τ、とな



　のである0-朝鮮音のf百Jp五i瓦 編州音の 「百」

Plikな ξを思ひ合すべ きである。「百」.一は中原音

韻ではpai7の 形であつた。つまり,ま つ申心母

音とkと の間のglideが 發展してi音 、とな り,

然 る後に 年が?に 變 じ,そ の後つひに滔失 し去

つたのである。この例では,申 心母音とkと の聞

にi音 が發逹 してゐるけれ ども,中 心母音の性質

忙よつては,U音 の發逹 した場合 もある。例へぽ

「博」Pαkは 幅州音ではpaukに なつてゐるo北.

支那に於ても,?αkは 恐 らくまつPαukに 變化

しジこれから中原音韻の形pαuつ ,に移 り,更 に

poり,:po.と變化 して,現 代の北京官話の形が拙來

たのである・(中原音韻に於ては,肅 豪韻の平聲陰

の下に包・胞・苞 を出して 「巴毛切」とし,更 に,

同 じ韻の入聲作乎聲の下 に薄 ・箔 ・泊lg博 を山し
てや はり 「巴毛切」、としてゐる◎然 るに・'現代の

北京官話では,前 者はrαU,の音 であ り,後 者は

脚'の音 で.ある。然 らば,同 じ 「巴毛切」で も,'包

ρ類 と薄の類とめ間には,何 らか區別が存 したも

のと 考へなければな らない。中原音韻の起例中に

臼 く『,「入聲派入平上去三聲者レ以廣其押韻爲作詞

而設耳。然呼吸言語之聞,還 有入聲之別。コとム憇

ふ にゴ、営時入聲は貴際上 未だ 存在 し元 ので φち
う。柳 ち,包 の類が ・rαUであつたのに對 しゼ薄

の類はp伽?で あつて,,兩 者の聞には區別が存し

たものと考へられる。).

　な鶴 唐朝後半期の北支那鯲 ける入聲韻尾の

歌態を知るためには・寿の吐蕃入の鱒寫例 と略時

代を同 じうナる所の我が天台漢音がよ・い參考たな

るb硲 慈弘氏編 「天台宗聖典」中の 「法華懺法」'

及び,・「例時作法」に就いて見 ると,例 へば ・

　　　十萬億佛一 しうばんに くふ
　 　 　 む　　　　ロ　くひ

　 '無 量照十方國一ぶ りや うせ うしは うくゑき
　 　 　 　 サ　　　　くひコ　　 くコ　　　　　　　コ　　　 リロ　　　　　コ

　　 .成佛以來 ・於今十劫一一せいふいらい6ま きむ
　 　 　 　 む　　　　　　　　　　　　くひくラ

　　　　しつけ う'　 ・・　　　 ジ　　　　.

　　　一心敬禮本師釋迦牟尼佛』い しんけいれv・ほ
　 　 　 む　ヒ　　　　　　　　　　 む　　　　　　　む

　　∴ んしせきやぼぢふ

　1∵ 佛告文殊師利・若菩薩摩詞薩云々二ふつかう
　 　 　 む　　　　　　　　　　　　　　　くひ　　　 り　　　　　　　む

　　吃 ・ぷ ん しゆ し りひじや くほ さつばか さ云 々旨

　　 1若 一一日・●若 二 日一tや くいち じつ ●じや くじ
　 　 　 り　くコ　くコ　　　 む　　　　くコ

　 =,　 ㌔,く じ つ..　 　 -　　 　 .　 鹽　　 ・ 艦 穴 、、

　 ∴ 引此 日 己 過 乙 し じつ ち く わ.・ …　 　 　 　 　 洗 ・
　 　 　 　 o

　　 '汝勿謂此鳥・實是罪報所生一じよぼつちして
　 　 　 り　　　　　　　　　　　　くラ

　　　 う ・しつ しさいほ うそせい

　　 極樂國土一きらつ ぐゑきと
　 　 　 む　くラ　む

　　 白衆等聽読一なきしうとうそいせつ
　 　 　 む　　　　　　　　ゆ

　　 赤色赤光・白角白光一せきせきせつ くわ う・
　 　 　 む　む　む　　　　ロむ　　　くコ

　　　 は いせ きは い くわ う　軌.　 　 　 '.

　 　 白鵠一はV・か う
　 　 　 む

かやうなわけで,入 聲韻尾は,.フ チツキクの萌瞭,、

な形で傳へ られてゐるもの も有るが,中 には促音

になつてゐるもの もあ り,又 全 く消失 してゐる例

も多い。十(七 う●.し:つ・し),佛 く壽.つ・ふ)薩

(さつ ・さ)白(は き ・はい)な どが,・喚ろいう

な形で現れそ ゐることに注意せよ。入聲韻尾の微

弱化の中で,或 者は恐 らく我が國で傳誦される間

仁起つたものであらう。例へば,入 聲韻尾の消失

は大抵は句の内部でのみ起ることであるめに,舌

内入聲の場合だけ抵,句 め末尾でも盛に消失が起

つてゐる。思ふに,舌 内入聲の韻尾な,獅 幗 た

轍 されてから後も∫・bi蜘(晦 陀佛)1:嚼

(菩薩)の 如 く ・τを以て發音 されてゐ尢ため,他

の入聲の韻尾 一Ftら嗣ki,歌睦(及 水舌丙入聲ゐ一部 ズ

ニti)・の場合よりは,一 居消 失 し易かつたものであ

らう。併 し,微 弱化の或郵分は,支 那康音に於 て

瞭 起つてゐたものに韃 鰮 當畭 輝 韻尾

の三内の別は勿論儼存 したが,そ の響は餘程微弱

なものであ り,即 ち,結 局バ大體に於てやは り現

代の臺灣音た於ける歌態に近いものではな演つた

ら うか と思はれる。

　 當時入聲韻尾の發音が微弱であつたことは 羅

常培氏の引いてゐる吐蕃入の轉寫例の中に,'「一」

重,r鯉」pyiτ亦」yi「釋」φ の やうな例の存する
之 とか ら見て も想像 され る所である。店 末宋初

頃・入聲韻尾が次第に弱まつて行 く傾向に在っ牟

こと搾事實であらう。但 し,然 らば入聲韻尾はか

つてはごく明瞭な∴國語の促音 めや うなp,ちk

であつたか,と"ふ と,そ れは 未だ よ く分 らな

い。或はド最初から現代の臺灣音の形と大差無い 』

位の微弱な習であつたか も知れない。

　 因みに,朝 鮮語のchiF(家)kot(處)mok〈 頸)

な芝のP西kも,や はり㌔d享 ∫・6の やぢ蹂

かV・音であるが廴臺灣音の入聲韻尾程に微溺では

ない・但 し,和 の聽いたのは"大 邱出身の人わ發

音である。(終)


